
カナダの日系人一日系アメリカ人との比較において

j頼昌夫

はじめに

移民とは個人であっても，集団であっても，それぞれの動機，原因によって，信久的に，ま

た時には長期間にわたり，一つの固から地の国へ移り住む人のことを言うのである。また，そ

の移民には様々な形態がある。この論文で取行上げるカナダの E系人は 1877年から溝、業や林

業などに従事するため，本格的にカナダへ移生した人々，却ち一世及び二世，三世など，日系

人移民の初期から現代に至るまでの人々である。とくにアメリカの日系人との比較をしなが

ら，約 120年需の歩みを還して日系カナダ入の行動様式を見つめた ¥'¥0

主括的な言い方をすれば，カナダにおける日系人の人々は，自らの意思をもって移民をして

生活の基盤を築き上げる場としてカナダを選び カナダに向かった人々及び、その子系である 5

120年時という年月の聞に辻色々困苦に離えて，その人々の生きてきた時1-tの中でも殊の外，

それぞれの運命を決定づける第二次世界大戦の真っただ中に投げ出され，戦後を迎えた。日系

人のいず、れの人々も殆どーからのスタートを余犠なくされて，更めてカナダの社会の一員にな

ることに努めてきたのである。各々の人々が生きてきた人生を見ていく捺に，歴史的な要因，

政治的な要因，また社会的な要因が大きく影響することによって偉人がその局面において隈ら

れた選択肢の中から，何れを選ぶかということが必ずしも可詑であった訳ではないむむしろ現

実を支配した竪史が大きくその人々の運命を変えてしまうという悲劇の中に，好むと立子まざる

とに拘わらず，それでも各々の限られた選択を強いられ， I日系カナダ人jになるという結果

;二立ち到った人々に焦点を当てる c

カナダへの移民について考える時に，常にカナダ政府の政策が，隣国のアメリカ合衆国との

関孫において大きな影響を受けたこと辻明白であることが判るっそのことによって当然，日系

人の人々の社会的な地生，立場についても日系人の人々が受けた影響は大きく，特に第二次世

界大戦中及び戦後は見逃すわけにはしサ、ない重要な要素である。また， B本人がカナダへの移

民をした当初は「アメリカjへの移民と言う認識があったむ E本からカナダへ移民をする人々

の認識ないし意識辻カナダとアメワカ合衆国を明確には区別辻していなかったc このことがそ

のまま当時の人々の無知の例証にはならない九

日本人が初めてカナダへ移民をした 1877年当時，カナダ及びアメワカ合衆国は移民に関し

ては両国への移民の人々が経験したものは殆ど同じ状況であったと言い切ることも可能であ

るc しかし両国へ移民した日系人の人々はその当初よりず、っとその後について言えば，大きな

歴史のうねりの中で歩んだ軌跡を辿るとそれぞれに類似しているところと同時にそれぞれが何
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らかの理由のために明らかに相違する現象がが見られる。ここでは主として後者の桔違につい

て議論を進める。その際，特にカナダの日系人が最終的に裂達しなければならないと言うよう

に認識をすることとなった f同1tJと f統合jの経過を検討する c

1 

カナダへ自本人が本格的に移民を姑めたのは 1877年である2)0 British Columbia植畏地が

王領から自治領となり，連邦に加わって (1871年)関もない頃のことである c 先ず最初は鮭

漁の目的で呂本人の移民が始まった3)。カナダ社会で排斥されていた中冨人に代わる労働力が

必要となったが，日本人が主としてカナダの苦海岸の各地で行われた漁業をはじめ鉄道敷設の

工事，森林での木材伐採作業，鉱山での採掘作業などに従事することになる。しかし，日本人

が従事したそれらの作業分野そのものが，当初はかなり季節性が濃厚で，多くの場合，ある土

地で短期間だけ就業して，やがて也の土地に移動をするという状況があったのでカナダ政宥は

幾つかの分野で日本人の就業を制課した。このために日本人は深刻な事態に遭遇した4)。

この当時の正確な移民数を把握することは難しい事清があった5)。日本人の契約移民が神戸

移民会社によって送り込まれていたが，例えば，和歌山県日高郡美浜田J(通称，アメリカ村)

に見たように呼び寄せによって多くの人々が移民として「英鎮加奈陀ゼーシー升i暁香波市jへ

やってきた。その他にもカナダ;こ土産してきたかなりの数の E本人がアメワカ合衆国からやっ

てきた。その人々の多くは漁師であったと誰定される c さらに正確な数の把握を難しくしてい

るその背景にはカナダに到達したものの，ある人々は定着し，またある人々はカナダに到着し

た後，アメワカ合衆国に入国していった。またその逆に，アメリカ合衆国からカナダに入国し

て，定着する人々がいたという例は余りにも多いG 殊に初期の頃，鮭識の漁期はカナダで欝

き，季節によってはアメリカ合衆国で{動き，また時期を見計らってカナダで働くと言う様に再

留の国境を行き来していた日本人移民はさして珍しくなかった6io

一般的にカナダに限らず，アメリカ合衆国へ移民をした人々について言えば，すべて移員を

決意した入が例外なく，当時のヨ本社会の農村，漁村の経済的な疲弊による飢餓隷上の人々で

あったと言うに誌必ずしも当たらないことに注目する必要がある。もともと貧菌状態に端ぐ地

域からカナダへ，またアメリカ合衆国へ移民を強いられたのではなくて，何らかの原因によっ

て経済状態が急激に悪化したり，抵下した農村，i:魚、村の出身であることが多くあった。また開

時に，移民を決意した人々が総てそれぞれの希望が叶えられた訳ではない。恒常的な貧困状態

で辻賠い切れない程の額に上る金額が必要であったという事情があった。従って，出発に捺し

てかなりのお金を準備することは困窮状態にある人々にとっては不可能であったということか

ら一般論として移民の人々のイメージは実情とはかなり違っている7)c

ハワイをはじめカナダ，アメリカ合衆国への移民の問題に其の始めから日本致宥は必ずしも

熱心に取り組んでいたとは言えないっ言い替えれば日本政府辻積極的な海外移民政策を持って

いなかったがために海外移住に関して辻些か消種的であったと言える。移住については，当時
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のヨ本では冨内事情があって日本政府は海外よりはむしろ昌内への移住について関心を持って

いた。更に，移民の数が増えるにしたがって，部えばハワイの日系人の労{動者の就労状態につ

いて，また日々の生活実情などについて深く憂憲し，その問題の解決に襲心しなければならな

い現実問題を突き付けられていた。

何故日本政府はカナダをはじめとする移民について清極的であったのかについてはもう一つ

の理由があった。日本の人口問題対策上殆ど評植される;まどのものでないと判断していたし，

移民の人々が送金する総額にしても，日本の国の経済力に貢献する程の額になるというもので

はなかったために E本政宥が移民に就いて積極的にならなかったことも大きな理由である c し

かしながら， B本政暦として移民問題iこ正面から取り組まなければならない状況が記こってき

た。必ずしも受け入れの到のカナダ致府及び一般住民，特に太平洋岸地域では長く中国人に対

して敵対的であった BritishColimbia州の住民感情は最悪であり，危機的な状況下にあっ

た。移住をしていった日本人の人々にとっても文化，風搭，習慣，生活様式など総てに於いて

異なる土地で重臣した大きな問題があった。これ誌移民をしてきた人々の関にその問題の原因

になるものがあったという以需に，国際的な立場の政治が大きな要因として存在したっ

この当時，カナダへ移民問題解決のために日本政帝がとった態度について言えば，日本が既

に締結に成功していた TheTreaty of Commerce and N avigation通商条約のために，カナ夕、、

と日本両国にとっては通商関係が臭好に保たれるように努めることが最重要課題であったG そ

のために百本政府として辻移民問題では消極的な政策をとらない訳にはしサミなかった。しかし

ながら，それでも移民問題を国家的な重要課題として取り上げることになったのは，カナダ及

びアメリカ合衆冨での排ヨ運動が激しさを増すにつれて何らかの対処を余議なくされてきたた

めである8jc

冨際的な問題，国家間の問題とは別に，日本人務民の人々が抱える問題は極く基本的なもの

であった。個人のレベルで言うと，移民として当黙のことながら，自分が身につけてきた文化

を中心にした思俗習慣などその他すべてに関して，さしずめ異文化社会の中での司常の言動だ

けでなく，あらゆる処で必要不可欠な英語の修得の問題がある。また自分の子女の教育も重要

な問題であることは言うまでもない。英語が話せるか，話せなし味、によって大きく日本人移民

の人々の生活は違ったものとなった。英語を駆穫できた人々はそれなりの経済的，社会的な基

盤を築くことが出来たc しかし，二世の教育を考えなければならない時期に立ち至ってどのよ

うな方向を指向すべきかの問題が起こった。自系人の中にはカナダに完全に根を下ろすことに

した人々がいたし，また日本への思いが絶ち難い人々もいた。それぞれの子女にどのような教

育を受けさせるかも重大な問題であ与，それを解決をしなけれぜならない事態に立ち至っ

た針。子女をカナダの教育に託すこととした人々がいた。また中には，同時に子女に E本の教

育を受けさせて，日本の文化風俗習積を身につけることを頼った人々が岩たc これはアメリカ

合衆冨の E系人の行動様式と同じである 10)。また同時にこの当時，カナダ，特に日系人移民

の多くが居生する BritishColumbia州の市民感i育として問化不能の民技とさえ断定する風潮

さえあった。当時の新聞の一つは次のように伝えている。
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f英語を喋らない移民は多くの場合，文盲でカナダ的感性にあまち反正、することがない。

彼等の傾向は，入植地をつく可，カナダの地に自分たちの習慣，方法そして伝統を確立す

ることにあるJl1)

2 

カナダを歴史的な観点から見ると，カナダがアメリカ合衆冨と大きく違う歴史的事実の一つ

に，カナダは全く短期間に大西洋から太平洋までの国としての地域をカヴァーしてしまったこ

とである。このために各々の自治鎮の質的な行設は希薄であったし とりあえず移民を必、要と

する事情は否定できなかったO 近代富家としてカナダが発展するためには，西部の発展が不可

欠であったO しかしそのためには，広大な土地に移住者を逆ぇ入れる必要があった。問題は誰

がその移生者になり，西部を開拓，発展させていくかにあった。もちろんイギワスや西欧，北

欧諸国からの移民は歓迎されたが それだけでは必要な移民の絶対数を確保できないことは明

らかであった。 抱方 主流派のアングロサクソン系の人々からすれぜ言語や宗教など異質な

人々が移民としてやってくることことには不安惑を抱き，常に生理的なレベルで拒否反応を持

っていた。従って異費な移民を迎え入れる時，常に一定の厳しい制摂を加えることを主張して

きているc そのことを代表する意見の一つが次のような形で物語られているc

「イギリス人と北西ヨーロッパ人が移民の大半を構成するのであれば 国民的特質を失う

ことはない。譲るだけ譲っても，英語を喋らない移民に選挙権を与えることは，政治的震

散を助長するだけであり，良き設府の利害を損なうだけである c したがって，この問題の

重大な特賞は次のようにまとめることがことができるとの共通認識でアジア系移民は処遇

された。われわれが仮に新参者をカナダ化し，キワスト教化できないのであれば，われわ

れの固において，新参者がわれわれを外国人と異教徒に落としめ，新参者の旗をなびかせ

ることになろう oJ12)

また更に一般的な意見として次のようにも要約されていた。

iBritish Columbia州の人々の一致した意見では，日本人は白人に同化していないし，ま

た同化できないということである。……J13l

当時のカナダではことに異文化即ち非キリスト教徒 西洋の言語を話さない民族を受け入

れることについて言えばこの様な状況であった。 例えば BritishColumbia州iこ張っても，当

然のことながち当時 アジア系移民を受け入れる状況は，明白な差到的な言動が政治家及び一

般の人々の間にあった。最初の段階では，偏見は中国人に向けられたむそして中国人移民が次

第に敬遠されるようになり 入国制援措置がとられたため 不足する労鶴力を補う役割を担っ

た形の日本人移民の人々が一時的な措置とも言えたが，受け入れられた状況は当時のアメリカ

合衆国でも同様であった。しかしこの移民の人々が恒常的に求められるはずはないことは明色

であった。結局は，アジア系移民を排斥する風潮が次第に強くなり，元々は中国人の排斥に始

まり，やがて号本人を排斥するために必要な法案が州議会に提出され，可決されたO しかし日
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本との友好的な関誌を保持することが国家として有利であると考えたカナダ政宥辻，連邦と

British Columbiaナ1'1との関係において，人道的な立場からではなく，飽くまでも政治的な立

場から州政府iこ対してアジア人排斥に関する法案を否認した事情は晃逃せないc

アジア系移民排斥にかかわるー穀市民の欝請した穆i賓が;翠発して ついに一つの悲劇が起こ

った。それは 1907年9丹78，ヴァンクーヴァ市で発生したむ識者の間では，この暴動が起

こったそもそもの原因は実はアメリカの排日運動の影響であるとの考えが支配した。即ち，こ

の暴動に発畏する条件が作り出された責任はアジア人排斥を旗印にするアメリカ人労働組合の

組織関係者であったことは否めないと言うものである c 日本正支庁がどのようにカナダ政所を信

頼していたかを示すものとして TheAnglo-J apanese Alliance日英再盟の存在がある。日本

政府はカナダ政府に対して出来うる隈り f遺'擦の念jを表明することを避けた。ここで注目し

なければならないのは，当時のイギリス政宥は冨際的に微妙な立場にあった。江沼この時期に

カナダは国際関係に於pては，それまでにイギリスとの幹も次第に弱まりアメワカとの外交関

保において或長を遂げていた時期にさしかかっていたc カナダは外交において自主の道を歩み

だしていた。日本とイギリスとの関係がカナダの対日政策に強い影響力を持たなくなって来て

いたのである。移民問題に関しても，大英帝国とカナダの政策が大きく異なるのは自然であ

る。この持期は何よりもカナダは政治的に英国語、ら米国の枠組みに移仔する時期に入ってい

た。そのため政治地理的に考えれば，米国の移民政策にカナダは自らの政策を合わせることが

必要だったとも言える。また当時の日本は，すでに国際連盟の重要な一員であった。大英帝国

内でのカナダの地位の向上と英国離れ，国際社会での日本の地位の上昇，カナダの対米接近，

そういう諸々の要素が護雑に絡み合ってイギワス，カナダ，日本，アメリカ合衆国がお互いに

牽制しあっていたのである 14jc

3 

つづいて， 1910年代は，カナダにおける E本人移民が大きく変貌をした時期であると言え

る。 BritishColumbia 州ではE系人移民の人々や中国系移民の人々を経済活動の場から締め

出そうとする動きは益々活発になってきており，その結果，当然のこととして，日本人移民の

数は減少していた。すでにこの時期にはカナダ在住の日本人の人々の関には出隷ぎ的な考えは

殆ど薄れており，また二世の人々はカナダ市民として成長を遂げるにしたがって，従来の司本

人に対するカナダ一般市民が持つイメージも大きく変わっていたのである。多くの労働市場で

の抵賃金労働者としての日本人から熟練労働者へと変容することによって，日本人移民問題か

ら日系人問題へとその様相が変わった時期と言える。なお，同時に，アジア系移長はこの頃，

中由人と日本人を明確に豆分する方向を辿ることとなる。一方，この頃 (1913年)アメワカ

のカリフォルニア州では「薪土地法jが成立した。日本政宥は f司米通高条約j違反であると

抗議したが，アメリカ致府は「十1'1権を尊重するj との理由によって日本政府の抗議から逃れ

た1512 ナトi権を強力に主張するアメリカ合衆国ではカナダとは大きな違いが見られた。
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侍れの場合でも暁確なことは，致治的な整合とも言える法響的解決は論理的である様相を呈

しているが，その実は感i育論の集約とも言える世論に訴えることで決着をすることがある。カ

ワフォルニアチ1'1での f新土地法jの成立を見たと時，欝請している対アジア入への感情は，Brit-

ish Columbia 州ではアジア人の生活程変および労欝資質の証さなどを論拠として世論を'煽る

方向を辿ろうとしていた。また漁業従事者としてのB系人を排斥する論理として国訪論を持ち

出して排斥をしようとする矢先 第一次世界大戦が姶ま乃 一時的に自系人問題は世論の対象

かち外れることとなった。しかしながら，やがて第一次大戦も終結して，軍需景気も終わりを

告げると，失業者が急増するなど，日系人排斥の動きが再び活発になってきたc

1920年，カリフォルニア丹、lでの f第二酉排日土地法」が成立したc カナダで辻アメリカ合

衆国の倒に倣う動きはかなり活発であったが結売のところ或立しなかった。 B系人に土地の権

利を認めないことは条約に違反するばかりか，カナダ政宥は日本政舟との関係悪化の危慎から

問題が余りにも大きいと判断した。しかし日系人が直面した問題打開のために感需論に対抗す

る戦術は法廷関争にならざるを得ない事態にまで、立ち至ったむ例えば，漁業ライセンス問題に

ついて言えば， B系人の漁業従事者締め出しの動きに対抗する戦術は，日系人は場化している

から一人の国民で、あり 一市民として保障されている権利が無関やたらと踏みにじられるべき

でないとする論理である。従って 日系人は漁業政策と移民政策と混再すべきではないと指摘

することで対抗した針。この頃 カナダはアメリカへの接近を始めてはいたものの，イギリ

ス致府は呂英関採を重視して，友好的な関係保持を求めており，カナダはそれでもなお，イギ

リス帝国の一員であるという意識を持っていた。現実問題として カナダは E本及びカナダの

関孫を良好なままに保持する必要もあったこと辻否めなかった。その後も暫くは日米関係は悪

化したものの，カナダはアメワカ合衆冨に同調せずに，イギリスの対5政策に沿った形で中立

を維持し続けた。

従来の排日の動きの元訟が，カナダおよびアメリカ合衆国，特に太平洋岸の地域では，多く

の場合にまさに幻換に過ぎないことであったが いずれもがまことしやかに世論としてだけで

なく，道理であるかの様椙を醸し出していた。しかし商冒の太平洋岸地域では，到えば中国大

陸での日本軍の行動を厳しく批判して一般の市民を煽り，排日世論を完全なものにするのに絶

好の機会とした。このことは移民問題が日本とカナダ，日本とアメワカ合衆国の関係をまさに

破局に至らせるための心理的な要因として余りにも重要な動きをした。このことが次に迫り来

る緊迫をした国際情勢について世論を作り上げるのに有効に機能した。

4 

カナダに隈ちずアメリカ合衆国の場合でも，真珠湾攻撃後に行われた f日系人強制立ち退き

命令J，I日系人強制移動命令jに関して，何れもが真珠湾奇襲前に既に対B系人政策の実施に

ついての同意がなされていた17)。しかしながら政策実施の在り方についてはかなりの隔たり

が晃られたが，これは各々の実情の違いから来るものであると判断できる。ここでは各々の詳
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縮には触れないが，大きく異なる側面に限って述べると，アメリカ合衆国は約 11万人の日系

人を 1942年3月から 11丹まで仮収容所に集結させて後，内陸部の RelocationCentersへ移

動させた18)。一方，カナダの場合は，アメリカ合衆国とほぼ同禄の手頗に従ったが， 1941年

12月7日の日本軍によるハワイ真珠湾攻撃の直後，カナダは日本に対して宣戦布告をして，

その後間を措かずに日系人所有の漁絵の係留措置をとった。さらに日系人を「敵国人jと規定

し，太平洋岸から 100マイル以内の地域を f防菊地帯Jに指定し，そこからの日系人の総立

ち退きおよび内陸部への強制移動を命とた。政晴の決定は正当な根拠に基づいたものではな

く，日系人人口の大部分が居住し，日系人への反感が強かった BritishColumbiaナ1"の住民の

在力に屈したものと考えられている。このような感情論に正当性をもたせ，日系人に対する絶

対権を与えたのは“TheMeasures' Act" ( I戦時特別措置法J，1927年成立)であったc こう

した法的根拠の下に E系人を防衛地亙から[移動J(relocate )させた19)0 1942年 3月 16

日， BCSC (British Columbia Security Commission)が指揮をとり，連邦警察 (RCMP)

によって HastingPa立の仮収容所に約 2万 1000人の日系人を集結させた。その後，連邦政

宥の方針によって，州内陸部及び他の州の道路建設現場，砂糖大課栽培地など，自系人の労揚

力の完全利用，日系人の生活の自給自足，また日系人の拡散などにより，カナダ全土の労動力

不足緩和に貢献する様にとの意璽と同時に，重要なことであるが，持よりも政宥支出軽減に役

立つことが考案されて， B系人を収容所に入れずに，多くを内陸部で、の労働力として利用し，

活用した20)

カナダ政府による収容政策のアメリカ合衆冒との違いによる居住地域及び住い方に相違が見

ちれたが，アメリカ合衆国の場合と土ヒ較すると，何よりも重要なことは， 日系人の財産に関し

てである。アメワカ合衆国では，一世については関外はあったが，京期的に婿fヒは認められて

居らず，市民権は得ちれなかった。しかしアメリカ生まれの E系人は完全な市民権を持ち，選

挙権も認められ，陪審員になることも，また公職につくことも出来た。憲法によって権利が守

られ，市民権を持つ二世の財産権辻保護され，当然その財産，土地など政府が没収をすること

はなかったむまたアメリカ市民を冨外に追放すること辻出来ないとの建て前から「本国送還j

は出来なかった。しかしながら，一方カナダの場合，アジア系移民の培化は認められており，

当然，日系一世も帰fとしていたG しかし選挙権辻認められておらず，公職や軍誇等は排除され

ていた21)c たとえ甫畏権を持つ日系人で、あってもその人々の財産等に関して言えば，立ち退

きの時点で押収されただけでなく強制処分されたのである c 移動は全自系人を対象としてお

り，その財産は f敵性国人財産管理昆j(The Custodian of Enemy Alien Property)が責任

をもって司系人の財産を管理することになっていたはずであった22)c 却ち，ヨ系人の資産管

理をしていた敵性外国人資産管理人に資産換金の権限が与えられて，農場や漁絵も全て処分さ

れてしまい，諸費用，手数料等の名目に加えて，日系人が収容所に入った場合の生活費まで差

しヲiかれて，その結果として資産の所有者は殆どと言ってよいほどの金額のみで正当な金額は

手には出来なかった23)。更に憲法による保証が舞かったばかりでなく，戦後の f強制収容j

についてもカナダ政厨は，アメワカ合衆国に比べ無関に司系人の収容期間を長引かせ，経済的
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に国窮したことがカナダの5系人が戦後，経済進出を大きく遅らせる京国になったことは明白

な事実である。

1939年 9月 1日， ドイツ軍はポーランドへ侵入した。イギリスはドイツに宣戦布告し，カ

ナダも一週間遅れて参戦した。 1940年，自本は日独伊三国同盟に調印した。カナダ辻日本の

参戦を時間の問題と判断していた24)。日本参戦に構えて，時の M.King内閣下の戦時委員会

は， 1940年 10月 1日に iBritishColumbia什|在住アジア系に関する持別委員会jを組織し

て， British Columbia 州のアジア系，とくに日系人を，戦時発生のお切にどのように処理す

るかを検討することを目的としていた。その結果， iアジア系に関する常置特別委員会jが設

置された。第二次世界大戦開戦当時，自系人(司本人およびその子孫〉の 95%以上がBritish

Columbia州に集中していたために，カナダ政府はi場権?上の理岳を口実iこ約 2万 2000人の日

系人に対して太平洋岸からの総立ち退きを命じ，先iこ述べたように，同時に日系人の財産を没

収した。これらのE系人のうち 1万7000人以上はカナダ生まれのカナダ市民であった。ここ

で何故， ドイツ系，イタリア系の人々に関して辻司系人と同じ措震が執られなかったかについ

て疑問が残る。

1941年 1月8日，カナダ首相 M.King は， iBritish Colu岳民aナ1'1在住日系人特別新査録j

の断行と fアジア系二世はカナダの軍擦に召集しないJと発表した。当持カナダはドイツのみ

でなくイタリアとも交戦状態にあった。だがカナダ在住の一般ドイツ系，イタリア系はこのよ

うな登録の対象にはならなかった。それにも拘わらず，まだ戦爵状態に入っていない E本から

の移民とその子孫とを登録させるのである。その結果， iBritish Columbia州の全日系人(し

たがって帰化した人もカナダ生ま紅の入も含む)は，茸CMP(カナダ連邦騎馬警察)の許に

出頭して 1941年3月から 8月末迄の期間に登録する義務を課せられた25)0 カナダ及びアメワ

カ合衆国両国ともどもにおけるドイツ系カナダ人， ドイツ系アメリカ人，イタリア系カナダ

人，イタリア系アメリカ人に対しては何らの施策もせず，その一方では，日系人全て，二世，

即ち市民権保持者を含めて強制的立ち退き及び強制的移動の対象にしたことの背景には感情論

が論理を抑えつけたためである。

またさらに「忠誠審査jに関して言えば，カナダおよびアメリカ合衆国の何れでも実施され

たが，その目的とするところが大きく違っていたことは重要である。アメリカ合衆国の場合に

は WarRelocation Authorityが行った f仮出所許可申請書Jはアメリカ市民権を持つものは

軍への援兵のために志願兵を集めるための必要条件とされた。それが一方，カナダでは主に司

系人を日本へ送還する計菌のためであった。多くの議論を巻き起こしたものの，カナダ政暦は

既に自本への「送還Jに踏み切っていた。言い番えれば，カナダでは，二世の人々がカナダへ

の忠誠を証明するべき機会が得られないままに戦時中を過ごすことになった26)c

5 

戦後を週えたカナダの日系人の人々に関して言えば，アメリカ合衆国との大きな違いが見ら

- 39-



れた。アメワカ合衆国について言えば，戦後，日系人のかなりの人々が1日来の土地へ戻った。

第二次世界大戦勃発時までには百系人の人々の多くが California州に生活を営んでいたが，

アメリカ合衆国は 1945年 1月 2B， I立ち退き命令jの撤回をして，戦後，それぞれの人

は，望めば，仮の在住場所 RelocationCampsから元の生活の場に戻る過程は対照的な違い

が見られた。戦時中の処遇に対する損害賠慣が問題として取り上げられt:.o 全米日系市民協会

(Japanese American Citizens League: JACL 1930年組様)らの努力により，強制退去の

違法性が明らかにされたためである。 I強制退去損害賠償請求法jは 1948年成立し， 50年ま

での時設立法とは言え その内容は 日系人の損害を十二分に保証したものではなかった。な

おその後，アメリカ合衆昌の日系一世の帰化は，ウオルターマッカラン法 (1952年)によっ

て可能となり，外国人土地法も次第に識嘉され， 1956年にはカワフォルニアナHでも外国人土

地法は消滅した。 1965年，人種，国籍による移民制限法も撤嘉されたo 1980年，政宥は戦時

中の強制退去に関する調査委員会を設置し，一人当り 2万ドルの補償金を支払うように勧告

した。

一方，カナダの場合，戦後の f再定住jに関して言えば，財産，土地，漁船など辻処分され

てしまい，手にした保証金はカナダ政宥の基準からして[正当なものj と言うものであった

が，現実にはごく護かであり，その資金は再出発をするための資金としては不十分であったO

また f強制移住計酉jは戦後かなりの期間にわたり解除されなかった。この違いのために，ア

メリカ合衆国の自系人の人々と比較すると，カナダの日系人の人々の経法的，社会的な地位の

向上の遅れが見られたと断定できる。

太平洋戦争が始まるまで カナダに在住する日系人の人々の大部分である 96%以上がBrit-

ish Columbia 卦!に集中していたが， British Columbia封、|は日系人の再定住を拒否する動きが

あった。これに呼応、する形でカナダ政府が執った政策は東部への[拡散jであり，百系人の

人々にとっては定住出来る場を求める警に最も抵抗の蕪い地域を選ぶことにした。その際，多

くが[故郷jとさえ言える BritishColumbia 升|への再定住は望める状況では無く，寧ろ多く

の人々が東部に再定住の場を見い出した。東部への仮の定住をしていた E系人の人々の多くは

f故郷jへは還らず，吉い幹を斬ち切って，新しく世界を切り開いて行く決心をした。例えば

それが Montrealで与，また Toronto~どであった 3 その後，戦前の日系人の人日分意につ

いて言えぜ， 96%が BritishColumbia州に定住していたが，今日のそれを見ると，東部を

中心に定住している。 即ち現在の B系人人口分布によれば， Ontario 升I42 %， Alberta 州 12

%， British Columbia 刊には日系人全人口の 36%程度のみが再定住をして，その{也各弁!の定

住をするようになる27)。和歌山県(日高郡美浜田J)三尾村(アメワカ村)出身者についても

Toronntoに約 2，700人， British Columbia 州に約 2，200入が定住しているつ

むすび

第二次世界大戦がま冬結したものの，ヨ系カナダ人の戦後の始まりは，アメワカ合衆菌の日系
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人の人々のそれに比べて非常に遅かった。先ず生活の基盤になる経済的，社会的な地位の確立

に到るまでの基本的な定住の場を求めて決めなければならなかったc 仮の生活を強いられた地

域を後にして， r故郊jに向かうことが出来ない場合，新たに定生の場とできる地域を決める

必要があったc その後に 再定{主を決意した日系人の人々辻多くの事柄に気を配りながらの生

活設計を打ち立てたのである。具体的には，職を得て，その職を保持することを念頭に措き，

E系人の集団として巨立た無いように留意して，出来るだけ多くのカナダ人との友好関捺を青

み，司本語，日本文化から出来る隈乃離れる努力をすることに努めてこそ，初めてカナダ社会

に受け入れら紅る方策であると考えて， B系人の人々は生活の場の確立をはかった。 B系カ

ナダ入の人々が，特に第二次世界大戦終結から現在iこ到る迄の過程の中で，多文化主義のカナ

ダでに於いて，教育の程度の高さ，失業率の低さ，専門職lこ従事する率の高さなどのために経

済的にも，社会的にも高い水準に到達出来たことは注目に値する。また，極く最近の顕著な現

象として日系カナダ人が飽のエスニック集団に寓する人々との交婚率が高いことであるお。

このことは，再定f主の際に意識的な行動パターンとして執った E系人の行動様式は，当初は意

識的な開化であったが 結果として司系人コミュニテイが消えて仕舞うと言うシナリオを辿る

ことになるはずである針。そのことがそのままカナダ社会の諸相，現実のカナダ社会の姿で

あるのかも知オじない。

カナダ移民開題の調査研究をするプロセスにおいて 移民が果たす役割を集約するならば，

各民族との同化であると言える。現象的には日本人がカナダへ到着した当初は「出稼ぎ」とし

てであったかも知れない。しかし，特に世界第二次大戦後の再定住を終えた日系人の人々は心

理的には f長期出稼ぎj根性から完全に税度して 真の移民としてのカナダ国民になった。

カナダの日系人の生きざまについて考える時，文化，宗教，嵐搭習慣などすべてに違いのあ

る新しい社会に受け入れられるために 多くの困苦に耐えなければならないこともあったはず

である。そしてカナダの日系人の人々は用化を強く指向して生きる基盤を確立していると言え

る。カナダのみならず，アメリカ合衆屈においても新しい「統合 integrationJが始まり，国

家のエネルギー辻複合の要素が機能して社会的に 政治的に発展を遂げるのであろう。 12000

年になるとカナダではヨ系人は一人も居なくなるJ30)と言うことばは一層現実味を持つことに

なる。

注

工)このことを裏村ける事柄として 例えI:f.iアメリカ村J(和歌山県司高郡美浜町三尾村)と言う呼

び方にも象鼓されるように，当時必ずしもカナダとアメリカ合衆国との区部辻明確ではなかった。

2 )関然にも，部えばカナダのヴィクトリアへ漂着した日本人の拐、夫がいた。西i兵久計:iカナダ移民

の父工野犠兵衛J，iみはまの歴史 4Jに詳しい。

3 )西部拡大，移民受入，大陸横断鉄道の建設，カナダ経済の拡大(保護関説政策)は，現在でもいろ

いろな視点から議論されるテーマでもある。和歌山県{日高郡美浜町〉三罵村(アメリカ村〉出身

の「カナダ移民の父」と言われている工野義兵荷は鮭漁業の有望さに自をつけ，親類縁者，知人を

日本から呼び寄せてフレーザー河鮭掃、の開柘に先鞭を打った ことに関して辻「カナダ日本人物

語j新保溝に詳しい。
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22)今野俊彦/藤崎農夫(編)r移民史IIIJIV 太平洋戦争と日系カナダ人 3 I総移動の実態Jp.367 

23) ADACHI， Ken， X また，筆者は西浜久計氏より現在カナダ在住の親族の人々の当時の E情況をうか

がったが， I完全に没収されたと言う方が事実に近い」という証言がある。

24)大戦突入前夜のカナダについては ADACHIに詳しい。
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